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みる・かたる・つくる-

展別特

絵
地
図
の
魅
力

-
バ
ー
ズ
・
ア
イ
の
視
点
か
ら
ー

九
月
十
一
日
㈲
̃
十
月
十
三
日
㈱

一
、
企
画
の
意
図

こ
の
特
別
展
の
企
画
に
当
た
り
、

最
初
に
考
え
ま
し
た
こ
と
は
、
単

に
地
図
の
い
ろ
い
ろ
だ
け
で
は
終

れ
ち
せ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
な
絵

地
図
の
美
し
さ
、
お
も
し
ろ
さ
も

見
て
み
た
い
と
は
思
い
ま
し
た
が

近
代
美
術
館
と
し
て
、
古
地
図
・

絵
図
な
ど
の
絵
地
図
の
発
達
と
絵

画
と
の
共
通
性
や
相
互
の
影
響
を

見
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

近
代
日
本
画
と
洋
画
の
発
達
の
基

礎
的
な
流
れ
の
一
つ
に
絵
地
図
製

作
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば

誠
に
幸
甚
で
す
。

万国地球全図

二
、
展
示
構
成

本
展
覧
会
は
、
主
と
し

て
近
世
以
降
の
各
種
絵
地

図
を
中
心
に
、
地
図
と
山

水
画
・
風
景
画
と
の
共
通

性
を
鳥
取
図
法
に
焦
点
を

当
て
て
、
表
現
方
法
の
共

通
性
を
展
観
し
ま
す
。
ま

た
、
地
図
が
大
衆
化
し
て

い
く
た
め
の
複
製
化
の
過

程
で
、
浮
世
絵
版
画
と
蘭

学
研
究
に
よ
る
銅
版
画
の

発
達
が
あ
っ
た
こ
と
に
注

目
し
、
そ
の
役
割
を
再
確

認
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
会
場
で
実
際
に

見
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

●

て
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
展
示
構
成

の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介
を
し
ま

す
。(

地
図
屏
風
)

南
蛮
文
化
と
の
交
流
が
盛
ん
だ

っ
た
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初

期
に
か
け
て
、
世
界
図
や
日
本
図

な
ど
が
、
大
和
絵
や
南
蛮
屏
風
風

に
絢
爛
豪
華
な
装
飾
美
の
世
界
を

多
彩
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
。
大

名
や
豪
商
の
文
化
の
華
と
し
て
の

地
図
屏
風
を
展
示
し
ま
す
。

(
古
地
図
・
絵
図
)

「
幕
府
撰
正
保
日
本
図
」
な
ど

各
種
の
地
図
の
発
達
と
普
及
を
石

川
溌
哉
「
本
朝
図
鑑
綱
目
」
や
水

戸
藩
の
長
久
保
赤
水
「
改
正
日
本

奥
地
路
程
全
図
」
な
ど
浮
世
絵
版

画
の
発
達
に
よ
る
出
版
と
蘭
学
研

究
に
よ
る
銅
版
画
の
作
品
で
、
高

橋
景
保
ら
に
よ
る
「
新
訂
万
国
全

図
」
ら
の
仕
事
を
展
示
。
見
ど
こ

ろ
は
、
今
春
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
〇
五
海
道
分
間
延
絵
図
」

の
中
か
ら
本
県
関
係
を
含
む
三
巻

を
出
品
。
「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本

図
」
も
興
味
深
い
も
の
で
す
。

(
伊
能
図
)

そ
の
シ
ー
ボ
ル
ト
が
原
図
と
し

た
「
伊
能
忠
敬
作
大
日
本
沿
海
実

測
全
図
」
㈲
ほ
か
、
忠
敬
の
絵
画
的

な
地
図
で
重
要
文
化
財
の
「
天
橋

立
図
」
な
ど
四
点
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
先
の
「
正
保
日
本
図
」
と

ぎ二三三
東都名所両国回向院境内図

と
も
に
日
本
が
世
界
に
誇
る
伊
能

図
は
、
美
し
い
地
図
と
し
て
も
有

名
で
す
。

(
伊
能
忠
敬
と
横
山
大
観
)

近
代
日
本
画
の
革
新
に
大
き
な

功
績
の
あ
っ
た
横
山
大
観
と
伊
能

忠
敬
に
つ
な
が
る
祖
父
、
父
、
伯

父
な
ど
酒
井
家
の
地
図
教
育
の
一

端
を
示
し
、
地
図
製
作
と
絵
画
と

の
関
連
を
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

(
絵
画
(
烏
轍
図
・
真
景
図
)
)

鍬
形
憲
斎
「
日
本
一
覧
図
」
や

橋
本
貞
秀
ら
浮
世
絵
師
の
鳥
取
図

円
山
応
挙
の
「
淀
川
両
岸
図
岸
」

な
ど
、
実
際
に
旅
を
し
、
風
景
を

ス
ケ
ッ
チ
し
た
各
種
真
景
図
を
中

心
に
、
烏
撒
図
の
美
の
世
界
を
展

e

現
し
ま
す
。

(
地
図
の
工
芸
品
)

趣
味
の
地
図
と
し
て
各
種
の
工

亨
一
言
即
に
地
図
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
地
図
皿
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

(
房
総
関
係
絵
地
図
)

関
東
地
方
及
び
安
房
、
上
総
、

下
総
の
各
国
図
を
は
じ
め
、
郡
や

村
絵
図
、
境
内
図
等
の
各
種
を
紹

介
し
ま
す
。

(
戦
前
の
県
内
市
町
村
鳥
取
図
)

松
井
天
山
作
の
二
十
五
点
に
よ

る
身
近
な
県
内
の
銅
版
烏
轍
図
で

す
。
パ
ノ
ラ
マ
風
の
町
や
村
を
現

在
の
景
観
と
比
較
し
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

(
参
考
展
示
)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
日
本

列
島
の
烏
蠍
図
や
現
代
の
鳥
取
図

の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
も
展
示
し
ま
す
。

三
、
着
ね
り
に

以
上
、
概
略
を
か
け
足
で
述
べ

ま
し
た
が
、
約
百
三
十
点
の
出
品

作
の
一
つ
一
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
表

情
が
あ
り
魅
力
的
で
す
。
美
し
い

絵
地
図
の
世
界
に
触
れ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
お
楽
し
み
い
た

だ
け
れ
ば
と
念
じ
て
い
ま
す
。

2

会
期
中
の
休
館
日
は
毎
週
月

曜
日
で
す
が
、
十
月
十
一
日

㈲
は
開
館
し
、
翌
十
二
日
㈹

を
休
館
し
ま
す
。



みる・かたる・つくる-

第
六
回

千
葉
県

移
動
美
術
館

佐
倉
市
立
中
央
公
民
館

九
月
二
十
一
日
㈹
̃
十
月

三
日
㈲

椙
市
中
央
公
民
館

十
月
六
日
㈱
̃
十
九
日
㈹

毎
回
各
地
で
好
評
を
博
し
て
い

る
千
葉
県
移
動
美
術
館
も
第
六
回

を
数
え
る
に
至
り
、
本
年
は
佐
倉

市
と
柏
高
を
開
催
地
と
し
て
巡
回

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
入
場
料
は
無

料
で
す
。
秋
の
ひ
と
と
き
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
々
に
ご
観
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
四
十
作
家
四
十
九
点
を
出
品
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
佐

倉
及
び
柏
に
ゆ
か
り
の
深
い
美
術

家
を
紹
介
す
る
と
、

浅
井

忠
二
八
五
八
̃
一
九

〇
七
)

は
江
戸
の
佐
倉
蒲
榔
帆
で

生
ま
れ
、
少
年
時
代
を
佑
合
の
将

門
で
過
ご
し
た
。
明
治
期
を
代
表

す
る
画
家
で
、
風
土
に
根
ざ
し
た

詩
趣
深
い
写
実
絵
画
を
展
開
し
、

日
本
近
代
洋
画
の
発
展
に
大
き
な

切
紙
を
残
し
て
い
る
。

都
鳥
実
害

(
一
八
七
三
̃
一
九

●

四
三
)

は
佐
倉
に
生
ま
れ
、
浅
井

忠
の
従
弟
に
あ
た
り
、
太
平
洋
画

会
等
で
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
。

ま
た
浅
井
と
共
に
京
都
高
等
工
芸

学
校
、
関
西
美
術
院
で
後
進
の
指

導
に
あ
た
っ
た
。

̃

原

三
郎
(
一
九
三
三
̃
)

は

佐
倉
に
在
住
し
、
光
風
会
会
員
と

し
て
活
躍
。
日
仏
現
代
美
術
展
大

賞
等
受
賞
し
て
い
る
。

香
取
秀
真
(
一
八
七
四
̃
一
九

五
四
)

は
印
西
町
に
生
ま
れ
た
が
、

佐
倉
の
郡
司
家
の
養
子
と
な
り
、

東
京
美
術
学
校
で
鋳
金
を
学
ぶ
。

日
本
や
中
国
の
古
典
的
工
芸
を
踏

ま
え
て
美
術
工
芸
の
近
代
化
を
進

め
、
ま
た
工
芸
界
全
般
の
向
上
に

尺
、
し
た
。

津
田
信
夫
(
一
八
七
五
̃
一
九

四
六
)

は
佐
倉
に
生
ま
れ
、
東
京

美
術
学
校
で
鋳
金
を
学
ん
だ
。
欧

州
の
新
傾
向
を
取
り
入
れ
た
新
味

の
あ
る
作
品
を
発
表
し
、
香
取
同

様
美
術
工
芸
の
地
位
高
揚
と
発
展

の
た
め
に
寄
与
し
た
。

神
野
護
衛
(
一
九
一
九
̃
)

は

柏
に
在
住
し
、
日
展
評
議
員
、
日

本
彫
刻
会
委
員
、
県
美
術
会
常
任

理
事
と
し
て
活
躍
。
具
象
彫
刻
を

生
み
出
し
て
い
る
。

木
村
貫
太
郎
(
一
九
二
八
̃
)

も
相
に
在
住
し
、
石
に
よ
る
抽
象

彫
刻
を
制
作
し
て
い
る
。
国
内
外

で
活
躍
し
、
日
本
国
際
美
術
展
最

優
秀
賞
、
中
原
悌
二
郎
優
秀
賞
等

受
賞
し
て
い
る
。

宮
田
文
雄
二
九
三
九
̃
)

は

柏
に
在
住
し
、
日
本
版
画
協
会
会

員
で
あ
る
。
日
本
版
画
協
会
鹿
を

は
じ
め
、
ク
ラ
コ
ー
国
際
版
画
展

等
国
内
外
で
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ

ち
の
美
術
家
を
含
め
た
全
出
品
作

家
作
晶
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
日
本
画
)

高
取
鳳
堂
「
群
魚
」

渡
辺
学

「
川
口
」

松
尾
敏
男
「
原
野
」

高
畑
郁
子
「
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
の
女

達
」

後
膿
純
男
「
山
門
雨
後
」

へ
洋
画
)

浅
井
忠
「
藁
屋
根
」
「
農
婦
」

都
鳥
英
葺
「
八
潮
の
秋
」

石
井

柏
手
「
信
州
風
景
」

霜
鳥
之
彦

「
緑
の
ス
ウ
ェ
ー
タ
ー
」

栗
田

重
太
郎
「
女
と
小
犬
」

安
井
曽

太
郎
「
熱
海
附
近
」

梅
原
範
三高畑郁子「メスティーソの女達」

●

郎
「
竹
窓
読
書
図
」

田
中
善
之

助
「
パ
リ
の
女
」

原
勝
郎
「
森

㈲
」

大
久
保
作
次
郎
「
丘
上
の

鐘
楼
」

林
倭
衛
「
岩
和
田
海
岸
」

播
点
種
「
横
堀
角
次
郎
兄
像
」

中
西
利
雄
「
袈
り
日
の
離
宮
と
駅
」

小
堀
進
「
レ
マ
ン
湖
畔
」

毅
嘔

「
A
N
G
田
富
巾
S
」

原
三
郎

「
廃
船
」

へ
版
画
)

浜
口
陽
三
「
ポ
プ
ラ
」
「
2
6
の
サ

ク
ラ
ン
ボ
」

星
霊
二
「
王
の
木
」

「
暢
(
林
)
」

深
沢
幸
雄
「
古
い

楽
譜
」
「
掌
の
中
の
影
」

池
田
満

芳
夫
「
S
O
ヨ
e
〔
h
i
品
」
「
シ
ン
デ
レ

ラ
の
広
告
」
富
田
文
雄
「
森
7
5
-

2
0
」
「
接
合
7
7
-
2
5
」

へ
彫
塑
)

大
須
賀
力
「
侍
る
」

神
野
護

衛
「
申
」

木
村
賢
太
郎
「
う
ご

め
く
ト
ル
ソ
I
Ⅵ
」

郡
司
和
男

「
天
使
」

へ
工
芸
)

香
取
秀
典
「
鳳
凰
文
様
花
瓶
」

「
笑
獅
子
香
炉
」

津
田
信
夫

「
凧
動
議
炉
」
「
北
辺
夜
梯
子
」

冨
之
原
謙
「
象
巌
磁
鉢
」

土
肥

刀
泉
「
粕
杉
両
耳
花
瓶
」

信
田

洋
「
装
瓶
(
楼
)
」
「
乳
装
鍍
瓶
」

藤
川
番
平
÷
餉
管
朱
雀
」

鈴
木

治
幸
「
条
紋
金
彩
花
甑
」

へ
書
)

浅
見
喜
舟
「
橿
備
」

大
石
隆
子

「
特
出
」

鈴
木
方
鶴
「
万
里
」

講
演
会
・
語
る

会

本
館
で
は
、
特
別
展
に
併
せ
て

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
展
覧
会
の
内

容
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の

美
術
講
減
会
と
、
語
り
合
い
の
中

か
ら
作
家
や
作
品
に
つ
い
て
の
知

識
や
理
解
を
深
め
る
た
め
の
美
術

を
語
る
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
特
別
展
「
絵
地
図
の

魅
力
」
開
催
に
伴
い
、
多
様
な
発

展
を
し
た
絵
地
図
の
魅
力
を
楽
し

く
観
覧
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
左

記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

美
術
講
演
会

瀬
越

名
所
と
絵
地
図

報
的

浅
倉
治
彦
氏
(
国
立
国
会

図
書
館
)

日
時

九
月
二
十
六
日
㈹

午
後

二
時
よ
り

無
料

会
場

千
葉
県
立
美
術
館
県
民
ア

ト
リ
エ
講
堂

・
美
術
を
語
る
会

話
題

絵
地
図
の
世
界
-
橋
本
真

勇
を
め
ぐ
っ
て
-

話
題
提
供
者

森
田
保
氏
(
沼
志

野
市
立
大
久
保
図
書
館
長
)

日
時

十
月
九
日
間

午
後
二
時

よ
り

無
料

会
場

千
葉
県
立
美
術
館
県
氏
ア

ト
リ
エ
研
修
室



みる・かたる・つくる-

中
西
利
雄
展
を

終
え
て

ー
覚
え
書
き
よ
り
-

六
月
中
旬

真
夏
を
恩
か
せ
る

暑
い
日
、
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
中
西
大
人
を
訪
ね
る
。
応

接
間
と
中
庭
を
は
さ
ん
で
ア
ト
リ

エ
が
木
間
隠
れ
に
み
え
る
。
肝
臓

ガ
ン
を
病
ん
で
歩
を
入
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
。

七
月
二
十
一
日

展
示
完
了
。

最
終
点
検
を
し
、
明
日
か
ら
の
公

開
に
備
え
る
。

朝
九
時
間
館
。
作
品
の
状
態
、

曲
り
、
温
湿
度
の
具
合
等
々
の
点

検
。
午
後
囲
時
十
五
分
、
間
も
な

く
閉
館
を
告
げ
る
音
楽
が
流
れ
る
。

閉
館
。
再
び
作
品
の
点
検
。
今
日

も
無
事
一
日
が
終
る
。

展
覧
会
の
会
期
中
繰
り
返
す
。

雨
が
強
い
。
温
温
度
は
調
節
し

て
い
る
も
の
の
気
に
か
か
り
何
度

か
見
に
お
り
る
。
異
状
は
な
い
。

心
な
し
か
、
い
つ
も
よ
り
画
面
が

し
っ
と
り
と
う
る
ん
で
み
え
る
。

快
晴
の
日
に
は
味
お
え
な
い
美
し

き
だ
。
変
り
ゆ
く
気
候
に
微
妙
に

反
応
す
る
作
品
の
保
全
に
気
を
硬

い
な
が
ら
も
、
そ
の
時
々
に
み
せ

る
美
し
き
の
変
化
を
味
え
る
の
も

館
員
な
ら
で
は
と
い
え
よ
う
か
。

八
月
七
日

美
術
を
語
る
会

「
私
の
中
西
利
雄
観
-
遺
作
の
整

理
を
通
し
て
-
」

話
題
提
供
者

陶
山
侃
氏
。
遺
作
を
通
し
て
し
か

中
西
利
雄
を
知
ら
な
い
と
い
ね
れ

な
が
ら
も
、
永
い
間
そ
の
整
理
に

携
れ
れ
た
中
か
ら
、
ま
た
ご
自
身

の
画
家
と
し
て
の
経
験
を
混
え
て

語
ら
れ
る
口
調
の
中
か
ら
白
づ
と

中
西
利
雄
の
水
絵
ひ
い
て
は
絵
画

に
対
す
る
心
が
伝
、
え
ら
れ
て
く
る
。

八
月
十
九
日

最
終
日
。
長
い

よ
う
で
い
て
終
わ
り
を
迎
え
る
の

は
早
い
。
会
場
を
聞
じ
か
け
た
と

こ
ろ
に
男
の
方
が
一
人
。
台
湾
か

ら
と
い
う
。
本
を
見
な
が
ら
勉
強

し
て
い
る
の
だ
が
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
美
術
錐
で
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
駆

け
つ
け
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
会

場
だ
け
少
々
時
間
建
長
。

塑
日
か
ら
撤
去
.
返
却
も
無
事

終
り
、
ひ
と
と
き
緊
張
の
輪
が
は

ぐ
れ
る
。

●

トピックス"

美
術
館
夏
季
大
学
終
わ
る

第
六
回
美
術
館
夏
季
大

学
が
、
去
る
了
月
3
0
日
㈱

了
月
3
 
1
日
間
「
県
民
ア
ト

リ
エ
」
講
堂
に
お
い
て
開

か
れ
た
。

本
年
は
、
水
彩
画
を
含

め
た
洋
画
の
歴
史
と
見
方

・
楽
し
み
方
に
焦
点
を
あ

て
て
行
お
れ
、
本
年
も
多

数
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
っ
た
。

第
一
日

○
水
彩
画
に
つ
い
て

講
師

遠
藤
健
郡
民

○
具
象
絵
画
の
歴
史
と
見
方

講
師

田
中

様
氏

第
二
日

○
絵
画
を
買
う
楽
し
み

講
師

飯
田
祐
三
氏

○
抽
象
絵
画
の
蛭
更
と
見
方

講
師

植
村
鵜
千
代
氏

な
お
、
本
年
は
、
昼
休
み
の
時

間
を
利
用
し
て
、
C
T
C
や
T
B

S
で
放
送
さ
れ
た
「
浅
井
忠
」
「
近

代
洋
画
の
歩
み
」
「
日
本
の
抽
象
美

術
」
等
の
1
 
6
ミ
リ
映
画
を
上
映
し

た
が
好
評
で
あ
っ
た
。

毎
回
好
評
の
実
技
講
座

み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る
事
業

の
一
端
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年

に
開
設
さ
れ
た
実
技
講
座
も
、
本

年
で
七
年
目
を
む
か
え
る
。
当
初

は
、
絵
画
実
技
講
座
、
版
画
実
技

講
座
等
の
三
講
座
、
計
七
日
間
で

ス
タ
ー
ト
し
た
実
技
講
座
も
年
々

盛
ん
と
な
り
、
五
十
五
年
三
月
、

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」

の
完
成
に
と

も
な
っ
て
、
講
座
の
種
類
・
日
数

と
も
大
幅
に
増
加
し
た
。

本
年
も
二
十
講
座
、
九
十
日
の

実
技
講
座
を
計
画
し
、
す
で
に
八

講
座
が
終
了
し
た
。
毎
回
多
数
の

応
募
者
が
あ
る
が
、
各
論
座
と
も

定
員
が
あ
り
、
応
募
者
全
員
の
要

望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

が
残
念
で
あ
る
。

圏
てん刻入門講座による作品

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

美
術
館
友
の
会
々
員
の
解
説
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
解
説

会
が
、
企
画
肢
「
中
西
利
雄
展
」

の
会
期
中
に
行
か
れ
た
。
申
し
出

の
あ
っ
た
方
々
に
解
説
さ
れ
た
が
、

ね
か
り
や
す
い
解
説
で
あ
っ
た
と

好
評
で
あ
っ
た
。

●

特
別
展
入
館
料
を
改
定

今
年
四
月
一
日
か
ら
来
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
本
館
で
開
催
さ
れ

る
特
別
展
入
館
料
が
左
記
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

一

般

五
〇
〇
円
(
三
〇
〇
円
)

大
・
高
生

三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)

中
・
小
生

二
〇
〇
円
(
一
〇
〇
円
)

(
)
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
割

引
料
金
。

原
画
学
校
団
体
高
校
生

七
〇
円

同
小
・
中
学
校
肥
亜
専
従

五
〇
円

特
別
展
入
館
料
を
免
除

本
年
度
よ
り
当
分
の
閏
、
特
別

展
観
覧
に
際
し
、
次
の
該
当
者
は

入
館
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

l
 
、
身
体
随
喜
著
手
帳
配
布
対
象

者
(
但
し
、
第
一
種
身
体
障

害
者
に
つ
い
て
は
、
介
護
者

も
免
除
)

2
、
掠
育
手
張
虹
布
対
象
者
(
介

護
者
も
免
除
)

3
、
千
葉
県
発
行
「
長
寿
の
し
る

べ
」
配
布
対
象
者

伸
し
、
1
、
2
、
3
の
場
合
は

入
館
の
際
に
当
該
手
帳
の
呈
示
を

求
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
手
帳
を
持
参
し
て

い
な
い
場
合
で
も
、
明
ら
か
に
該

当
す
る
と
思
お
れ
る
場
合
に
は
、

同
様
の
取
り
扱
い
を
し
ま
す
。
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昨
年
度
の
特
別
展
「
浅
井
忠
と

京
都
洋
画
塊
の
人
々
」
は
、
浅
井

の
晩
年
の
京
都
時
代
に
お
け
る
功

績
を
見
な
お
そ
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
浅
井
が
教
授
と
な
っ
た

京
都
高
等
工
芸
学
校
や
聖
護
院
洋

画
研
究
所
、
関
西
美
術
院
で
学
ん

だ
人
々
の
作
品
を
多
く
展
観
し
た

が
、
そ
の
う
ち
数
点
が
購
入
、
寄

贈
さ
れ
た
。
こ
こ
に
そ
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

描
原
一
広
・
田
中
志
奈
子

●
購
入

榊
原
一
広
作
「
収
穫
」
(
油
彩

四

五
・
五
×
六
〇
・
六
C
m
)

●
寄
贈

桐
原
一
彦
よ
り

榊
原
一
広
作
「
南
仏
風
景
」
(
油
彩

五
三
・
〇
×
六
五
・
〇
C
m
)

田
中
志
奈
子
作
「
デ
ッ
サ
ン

(
棒

を
も
つ
裸
体
)
」

(
鉛
筆
、
六
二
・

七
×
四
七
・
一
〇
〇
)

「
デ
ッ
サ
ン

(
裸
体
)
」
(
鉛
筆
、
六
二
・
九
×

四
七
・
七
C
m
)

「
デ
ッ
サ
ン

(
神

官
)
」

(
鉛
筆
、
六
三
・
四
×
四
八

・
〇
帥
)

「
デ
ッ
サ
ン

(
大
原
女
)
」

(
鉛
筆
、
六
三
・
〇
×
四
八
・
一

c
m
)

「
デ
ッ
サ
ン

(
籍
を
も
つ
女
)
」

(
鉛
筆
、
六
二
・
七
×
四
八
・
三

0
0
)

「
デ
ッ
サ
ン

(
裸
婦
)
」
(
鉛

筆
、
六
二
・
六
×
四
七
一
八
〇
〇
)

榊
原
一
広
(
一
八
八
三
̃
一
九

四
一
)
は
聖
議
院
洋
画
研
究
所
、

関
西
美
術
院
で
学
び
、
浅
井
没
後

は
大
阪
に
移
住
、
三
越
意
匠
部
、

高
島
屋
図
案
部
に
勤
め
る
一
方
、

関
西
美
術
会
展
に
出
品
を
続
け
た
。

ま
た
国
枝
金
三
ち
と
精
芸
社
を
設

立
し
展
覧
会
を
開
催
、
関
西
洋
画

壇
に
功
績
を
残
し
た
。
「
南
仏
風
景
」

は
大
正
九
年
か
ら
十
一
年
に
か
け

て
渡
仏
し
た
際
の
作
品
で
サ
ロ
ン

・
ド
ー
ト
ン
ヌ
に
入
選
し
た
。

野
外
写
生
の
し
っ
か
り
と
し
た
基

礎
の
上
に
フ
ラ
ン
ス
の
光
と
色
で

仕
上
げ
た
代
表
的
作
品
で
あ
る
。

田
中
志
奈
子
=
八
八
二
̃
一

九
七
一
)
は
明
治
四
十
年
榊
原
一

広
と
結
婚
し
、
画
業
か
ら
遠
ざ
か

っ
た
が
、
残
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
作

品
か
ら
、
浅
井
の
指
導
過
程
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
明

治
期
の
女
性
の
デ
ッ
サ
ン
の
確
か

さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

長
谷
川
良
雄
・
加
藤
源
之
助

榊原一広「南仏風景」

●
寄
贈

長
谷
川
景
子
氏
よ
り

長
谷
川
良
雄
作
「
高
等
工
芸
学
校

西
裏
通
り
」
(
水
彩
、
二
四
・
四
×

三
四
・
八
〇
〇
)

「
晩
秋
」
(
水
彩
、

二
八
・
〇
×
三
九
・
三
〇
〇
)

「
下

鴨
」
(
水
彩
、
三
五
・
四
×
二
五
・

六
C
鵬
)

黒
田
暢
氏
よ
り

加
藤
源
之
動
作
「
秋
の
山
(
大
和

初
潮
村
)
」
(
水
彩
、
四
七
・
五
×

三
一
・
一
〇
〇
)

京
都
高
等
工
芸
学
校
で
学
ん
だ

長
谷
川
良
雄
(
一
八
八
四
̃
一
九

四
二
)
と
聖
議
院
洋
画
研
究
所
、

関
西
美
術
院
で
学
ん
だ
加
藤
源
之

助
(
一
八
八
〇
̃
一
九
四
六
)
は

と
も
に
画
壇
的
交
渉
を
あ
ま
り
も

た
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
名
を
知

る
人
は
少
な
い
が
、
浅
井
忠
の
水

彩
画
の
画
風
を
よ
く
受
け
継
ぎ
、

現
在
で
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
「
高
等
工
芸
学
校
西
裏
通
り
」

は
第
六
回
関
西
美
術
会
展
に
出
品

新
井
君
同
伴
」
と
あ
る
。

“
大
和
初
瀬
四
土
牛
±
月

㌃
立
場
を
示
し
て
い
る
。

長谷川良雄「晩秋」

表
紙
作
家
の
紹
介

ジ
ャ
ン
=
バ
デ
ィ
ス
ト
・
カ

さ
れ
た
。
色
を
あ
ま
り
つ
か
ね
ず

緑
、
茶
、
紫
の
大
ま
か
を
筆
触
で

地
面
や
遠
方
の
家
々
を
描
き
、
濃

淡
に
よ
っ
て
遠
近
感
を
だ
し
ひ
ろ

が
り
が
あ
る
。
「
晩
秋
」
は
長
谷
川

の
特
徴
が
よ
く
で
て
い
る
作
品
で

あ
る
。
水
を
た
っ
ぷ
り
と
ふ
く
ま

せ
紙
質
を
う
ま
く
生
か
し
た
乗
か

い
色
調
で
空
や
山
を
描
き
、
そ
の

上
に
木
々
や
地
面
の
明
暗
を
こ
ま

か
く
描
写
し
て
い
る
。
輪
郭
を
つ

け
ず
筆
致
は
す
ば
や
い
。

加
藤
源
之
助
の
「
秋
の
山
(
大

和
初
瀬
村
)
」
は
山
を
背
景
に
木
や

家
々
の
前
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

塁
塁
基
盤
二

な
線
が
生
き
た
作
品
で
あ
る
。
二

へ

九
は
第
十
回
関
西
美
術
展
に
出
品
一

さ
れ
て
い
る
が
、
裏
に
は
自
筆
で

̃

ミ
ー
ユ
・
コ
ロ
ー

二
七
九
六
̃
一
八
七
五
)

十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
風
景
画
、
静
物
画
は
ア

カ
デ
ミ
ー
の
序
列
で
は
低
い

地
位
に
あ
っ
た
が
、
一
八
一

七
年
ロ
ー
マ
貨
の
一
部
門
と

し
て
「
歴
史
風
景
画
」
と
名

づ
け
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
が
登

場
す
る
こ
と
に
よ
り
、
パ
り

近
郊
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の

森
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
を
中
心
と

し
て
若
い
世
代
の
画
家
た
ち

の
探
求
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
一
人
に
コ
ロ
ー
が
い

た
。
コ
ロ
ー
は
当
初
よ
り
再
三

イ
タ
リ
ア
に
学
び

「
ロ
ー
マ

人
コ
ロ
̃
」
と
呼
ば
れ
た
ほ

ど
堅
固
な
構
成
感
覚
と
明
晰

な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
も
ち
、
着

実
な
観
察
と
古
典
主
義
的
な

格
調
と
ロ
マ
ン
派
的
な
心
情

を
併
せ
備
え
て
い
る
。

表
紙
の
作
品
は
、
コ
ロ
ー

の
壮
年
期
の
も
の
で
、
イ
タ

リ
ア
風
景
画
の
影
響
を
残
し

な
が
ら
も
、
詩
的
な
情
感
を

凍
れ
せ
た
主
観
的
写
実
主
義

「
●
-
-
-
●
◆
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
◆
-
-
-
-
」
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◎
第
二
期
日
本
画
入
門
講
座

期
日

的
月
1
6
・
1
7
、
1
9
・

2
0
・
2
 
1
・
2
2
日

講
師

渡
辺

学
氏

◎
第
三
期
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

期
日

n
月
6
・
7
日

講
師

天
野
三
郎
氏

◎
陶
芸
入
門
講
座

期
日

n
月
9
・
1
0
・
n
・

1
2
、
1
2
月
9
、
1
6
日

講
師

羽
二
生
隆
宏
氏

◎
て
ん
刻
入
門
講
座

期
日

1
 
2
月
4
・
5
日

講
師

霊
園
鴻
常
民

◎
七
宝
焼
入
門
講
座

期
日

n
月
2
0
・
2
 
1
日

詰
師

長
南
光
男
氏

◎
彫
塑
入
門
講
座

期
日

9
月
2
8
・
2
9
日
、
的

月
了
・
8
、
1
2
・
1
3

・
1
4
日

講
師

青
木
三
四
郎
氏

◎
第
二
期
洋
画
入
門
講
座

期
日

1
0
月
0
0
・
3
1
日
、
日

月
2
7
・
2
8
日
、
1
 
2
月

n
・
1
2
日

講
師

根
岸
茂
行
氏

◎
第
三
期
洋
画
研
修
講
座

期
日

1
1
月
1
6
・
1
7
、
2
3
・

2
4
、
約
日
、
1
2
月
1
日

講
師

篠
崎
輝
夫
氏

◎
雷
雲
入
門
講
座

期
日

1
0
月
2
7
・
2
8
・
2
9
日

1
1
月
1
0
・
u
・
1
2
日

講
師

福
田
袈
州
民

※
各
種
実
技
講
座
の
応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
、
受
講
希
望

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

電
話
番
号
を
明
記
の
う
、
え
、
美

術
館
普
及
斑
あ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
第
一
回
美
術
講
演
会

日
時

9
月
2
6
日
㈲

午
後
2

時
̃
3
時
半

演
題

「
名
所
と
絵
地
図
」

講
師

浅
倉
治
彦
氏
(
国
立
国

会
図
書
館
)

自
国
四
固
い

◎
第
四
回
美
術
を
語
る
会

日
時

1
 
0
月
9
日
脚

午
後
2

時
̃
3
時
半

主
題

「
絵
地
図
の
世
界
-
橋

本
真
勇
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

話
題
提
供
者

森
田

保
氏

(
習
志
野
市
立
大
久
保

図
書
館
長
)

団
体
展
(
9
月
̃
1
 
2
月
)

・
白
扇
書
道
会
展
・
書
道
芸
術
院

南
関
東
展9

月
了
日
̃
工
2
日

日
本
春
秋
書
院
千
葉
県
書
道

連
盟
展9

月
1
4
日
̃
1
 
9
日

新
構
造
干
葉
支
部
展

9
月
1
4
日
̃
工
9
日

文
化
書
道
千
葉
県
連
合
会
公

募
展
覧
会

9
月
1
4
日
̃
1
9
日

干
築
8
2
展

9
月
2
 
1
日
̃
2
6
日

フ
ァ
ン
シ
ー
展

9
月
2
8
日
̃
的
月
3
日

千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

9
月
2
8
日
-
∴
川
月
3
日

二
科
会
写
真
部
干
葉
支
部
展

9
月
2
8
日
̃
1
0
月
3
日

干
薬
デ
ザ
イ
ン
展

9
月
2
8
日
̃
1
0
月
3
日

千
葉
市
中
・
中
・
養
護
学
校
児

童
生
徒
作
品
総
合
展
覧
会

1
0
月
5
日
̃
1
3
日

舞
3
4
回
県
展

1
 
0
月
2
3
目
̃
日
月
1
4
日

千
葉
県
高
等
学
校
総
合
芸
術

祭
(
書
道
・
美
術
・
工
芸
展
)

u
月
1
 
8
日
̃
2
8
日

芸
術
祭
参
加
写
真
展

u
月
1
8
日
̃
2
8
日

屈
折
の
養
分

1
1
月
0
0
日
̃
1
2
月
5
日

こ
ど
も
県
展

1
2
月
了
日
̃
1
9
日

部
品
片
肺

7
月8‖‖"220313

8
月721 19 I614

県
立
図
書
館
長
他
十
名

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
鈴

木
氏
他
二
名
、
中
西
富
江

氏
、
呉
市
立
美
術
館
長

遠
藤
健
郡
民
、
田
中
横
氏

飯
田
祐
三
氏
、
植
村
鷹
千

代
氏

陶
山
侃
氏
、
中
西
富
江
氏

深
沢
幸
雄
氏

田
中
様
氏

土
肥
満
氏
他
一
名

羽
生
智
樹
氏

国
立
教
育
会
館
長
井
内
慶

次
郎
氏
、
大
臣
官
房
総
務

課
佐
藤
孝
安
氏
、
国
立
科

学
博
物
館
久
野
秀
嗣
氏
、

県
教
育
次
長

03
8
月79112⊂

J26282
‖
‖
‖3

9
日
月

1
-
▲3

座
(
2
3
日
ま
で
)

関
東
地
区
博
物
館
協
会
第

一
回
調
査
研
究
委
員
会

第
六
回
美
術
館
夏
季
大
学

(
3
 
1
日
ま
で
)

第
四
回
美
術
を
語
る
会

版
画
入
門
講
座
始
ま
る
。

第
二
期
デ
ッ
サ
ン
入
門
講

座
(
2
0
日
ま
で
)

千
葉
県
社
会
教
育
協
会
総

会
・
研
修
会

美
術
館
・
博
物
館
学
芸
課

長
会
議
(
総
南
博
物
館
)

第
一
期
て
ん
刻
入
門
講
座

(
2
7
日
ま
で
)

第
二
期
洋
画
研
修
講
座
始

ま
る

県
博
協
役
員
会

防
災
訓
練

県
博
協
第
一
回
研
究
会

ー
6
-

日

土

砂

嶋
。
i
雪
重
…
"
“
,
重
暮
。
i
“
さ
き
,
…
王
重
…
,
重
,
“
"
与
重
…
,
…
`
暮
…
重
書
籍

7
月6

●
i
〇
一8

‖
‖
‖
言22

●

県
博
協
役
員
会

第
一
期
洋
画
入
門
講
座
終

了中
西
利
雄
展
始
ま
る
(
8

月
1
 
9
日
ま
で
)

美
術
館
・
博
物
館
館
長
会

議第
一
期
デ
ッ
サ
ン
入
門
講

●

…
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

∵
昭
和
印
年
的
月
鳩
目
か
ら

m
∴
∴
∴
∴
m
月
2
 
2
日
ま
で

…
○
昭
和
5
 
7
年
月
月
鳩
目
か
ら

‖
月
1
 
7
目
ま
で

展
示
替
え
作
業
の
た
め
、

右
記
の
と
お
り
臨
時
休
館
し

ま
す
。


